
通
常
総
会
開
催
に
関

連
す
る
案
件
を
審
議
す

る
第
７
回
理
事
会
を
４

月
23

日
開
催
し
ま
し
た
。

理
事
会
に
は
役
員
20

名
が
参
加
し
事
務
局
か

ら
提
案
さ
れ
た
案
件
等

に
つ
い
て
審
議
し
、
質
疑

を

行
っ
た
結
果
、
全
て
の
案

件
を
承
認
し
ま
し
た
。

▼
こ
の
中
で
、
総
会
の
開

催
方
法
を
感
染
拡
大
防

止
を
最
優
先
し
、
昨
年

同
様
の
「書
面
決
議
方

式
」と
し
ま
し
た
。

《審
議
承
認
の
案
件
》

⑴
役
員
2
名
の
辞
任
申

出
を
受
け
て
、
理
事
1

名
を
改
選
す
る
件

⑵
吉
川
工
業
団
地
西
側

区
域
内
の
開
発
に
係
る

自
治
協
所
有
地
の
取
り

扱
い
に
関
す
る
件

⑶
今
年
度
の
区
民
運
動

会
中
止
等
、
青
少
年
育

成
部
会
報
告
の
件

⑷
長
寿
の
森
の
維
持
管

理
に
関
す
る
予
算
を
1

本
化
す
る
件

⑸
缶
瓶
不
法
投
棄
回
収

活
動
を
年
2
回
と
し
た

こ
と
に
伴
い
、
地
区
へ
の

配
賦
金
を
見
直
す
件

⑹
県
ア
ダ
プ
ト
活
動
「道

の
里
親
」を
継
続
す
る
件

⑺
第
1
回
学
校
運
営
協

議
会
に
関
す
る
件

他
。

第
6
回
理
事
会
・自
主

防
災
第
2
回
役
員
会
を

3
月
26
日
開
催
し
ま
し

た
。
理
事
会
は
1
月
末

に
開
催
す
る
予
定
で
し

た
が
、
ま
ん
延
防
止
等

重
点
措
置
か
ら
延
期
し

て
い
ま
し
た
。
今
回
の
理

事
会
は
推
進
委
員
を
含

め
た
拡
大
会
議
と
し
て

開
催
し
、
22
名
が
参
加
。

理
事
会
で
は
最
初
に
、

学
生
協
働
支
援
隊
・ひ

と
む
す
び
の
岡
本
さ
ん

か
ら
、
12
月
に
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
と

分
析
に
つ
い
て
説
明
を

４
月
17

日
、
令
和
４

年
度
吉
川
長
寿
会
の
通

常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
総
会
に
は
会
員
・

役
員
22

名
と
委
任
状

28
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

事
業
報
告
な
ど
を
承

認
し
た
後
、
令
和
４
年

度
の
事
業
計
画
・予
算
・

受
け
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
住

民
の
皆
さ
ん
が
思
っ
て

い
る
重
要
度
と
満
足
度

の
差
や
暮
ら
し
の
お
困

り
ご
と
、
地
域
活
動
へ
の

参
画
意
識
の
特
徴
に
つ

い
て
報
告
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
第
5
回
理
事

会
以
降
の
主
た
る
事
業

の
報
告
及
び
協
議
案
件

を
審
議
し
ま
し
た
。

⑴
吉
川
工
業
団
地
西
側

開
発
に
か
か
る
動
き

⑵
吉
川
小
学
校
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・ス
ク
ー
ル
導
入

⑶
吉
川
活
性
化
Ｐ
Ｊ
Ｔ

第
19
回
会
議
の
報
告

役
員
・規
約
の

一
部
改

正
な
ど
を
行
い
1
時
間

余
り
で
閉
会
し
ま
し
た
。

総
会
で
、
長
寿
会
村
主

会
長
は
「長
寿
の
森
は
、

吉
川
内
外
の
方
が
楽
し

む
こ
と
の
で
き
る
地
元

の
広
場
で
あ
る
。
長
寿

会
の
み
で
の
維
持
管
理

に
限
界
も
見
え
て
き
た
。

こ
れ
か
ら
は
地
域
の
有

志
や
地
元
企
業
な
ど
の

支
援
も
お
願
い
し
、
多
く

の
人
が
支
え
る
・利
用
で

き
る
広
場
に
し
た
い
」
と

の
考
え
を
示
し
、
今
後

役
員
会
で
話
合
っ
て
い

く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

⑷
自
主
防
災
会
の
取
組

⑸
粗
大
ご
み
の
収
集

・

搬
出
の
結
果

⑹
市
防
犯
連
絡
会
防
犯

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体-

吉

川
ま
も
り
隊-

の
組
織

化
と
連
絡
会
へ
の
登
録

⑺
年
間
行
事
見
直
し

⑻
第
３
次
ま
ち
づ
く
り

５
か
年
計
画
の
策
定

⑼
令
和
4
年
度
通
常
総

会
に
向
け
た
取
組
み

等
を
協
議
し
ま
し
た
。

同
理
事
会
で
、
吉
川

地
域
セ
ン
タ
ー
田
村
明

さ
ん
の
後
任
に
角
谷
勉

事
務
局
長
が
兼
務
す
る

こ
と
を
了
承
し
ま
し
た
。
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【アンケート集計・分析報告等
を審議した第6回理事会】

吉川まちづくり自治協議会
令和４年度通常総会開催のご案内

吉川地区自主防災会
第5回通常総会開催のご案内

令和4年度総会のご案内をいたします。
新型コロナウィルス感染拡大が収まらない

状況にありますが、組織としての年度決算等
は、５月末までに総会にて承認を頂き行政機
関への届け出が必要です。
このような状況から、今年度も総会は、昨

年同様の書面決議方式で実施します。
お集まりいただく代わりに、議案書に対し

て書面表決書をもって賛否を明らかにしてい
ただく方法とします。

ご提出いただく「書面表決書」の受付締切は
５月１８日(水)午後５時とします。

《審議をお願いする議案》
第1号議案:令和3年度事業報告/決算報告/監査報告
第2号議案：第３次まちづくり5か年計画（案）
第3号議案：令和4年度事業計画(案)/収支予算(案)
第4号議案：所有不動産処分等に関する議案
第5号議案：令和４年度吉川地区自主防災会議案
第6号議案：役員の補欠選任について

以上
令和4年4月26日

地縁団体吉川まちづくり自治協議会
会長 村主 武彦

追記：議案書・書面表決書は、4月29日頃
よりご自宅にお届けします。

総会は物故者への黙とうから開始

【総会議案等を審議した
第7回理事会】



“よしかわだより”に関するお問い合わせは、吉川まちづくり自治協議会にご連絡下さい。

4
月
３
日
、
吉
川
地
域

全
域
で
河
川
の
維
持
作
業

(

通
称
：川
切
り
作
業)

を

実
施
し
ま
し
た
。

例
年
通
り
４
月
の
会
は
、

生
活
排
水
路
の
清
掃
を
メ

イ
ン
に
行
い
ま
し
た
。

各
地
区
ご
と
に
集
合
し
、

吉
川
紹
介
活
動
を
連
携

し
て
進
め
て
い
る
学
生
協

働
支
援
隊
ひ
と
む
す
び
は

地
元
と
協
賛
で
里
山
遊
び

「里
山
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
」
の

地
区
責
任
者
か
ら
の
指
示

を
受
け
て
着
手
。
ど
の
地

区
も
昼
前
迄
に
は
作
業
を

終
え
ま
し
た
。

一
部
地
区
で
は
、
市
が

管
理
す
る
県
道
沿
い
の
排

水
路
に
積
も
っ
た
落
葉
や

土
砂
の
撤
去
を
行
い
ま
し

た
が
、
交
通
量
も
多
く
安

全
に
配
慮
し
て
の
作
業
と

な
り
ま
し
た
。

次
回
は
、
９
月
に
古
河

川
護
岸
の
草
刈
り
等
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

お
疲
れ
様
で
し
た
。

第
２
弾
「吉
川
忍
者
村
」を

企
画
開
催
し
ま
し
た
。

催
し
に
は
12
組
の
親
子

な
ど
45

名
が
参
加
し
、
長

寿
の
森
か
ら
槌
山
城
址
を

第
13
回
吉
川
史
跡
保
存

会(

根
来
猛
穂
会
長)

を
４

月
1
日
に
メ
ン
バ
ー
12
名

で
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
吉
川

村
誌
で
扱
っ
て
い
る
「
近

世
・村
の
か
た
ち
と
村
の
支

配
」を
学
ぶ
前
段
と
し
て
、

太
閤
検
地
・江
戸
時
代
以

前
の
土
地
制
度
は
ど
の
よ

う
で
あ
っ
た
か
を
学
ん
で

み
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

い
わ
ゆ
る
公
地
公
民
制

(

六
四
五
年)

か
ら
兵
農
分

離
令(

一
五
八
八
年)

頃
迄

の
歴
史
に
つ
い
て
触
れ
て

目
指
し
て
途
中
に
配
置
さ

れ
た
ク
イ
ズ
な
ど
を
楽
し

み
な
が
ら
グ
ル
ー
プ
で
行

動
し
ま
し
た
。

参
加
者
に
は
、
小
学
校

入
学
前
の
子
供
さ
ん
も
お

ら
れ
ま
し
た
が
、
参
加
者

い
る
近
郷
の
村
史
は
少
な

く
資
料
を
集
め
て
学
ぶ
こ

と
と
し
ま
し
た
。

学
び
の
中
で
、
大
河
ド
ラ

マ
の
シ
ー
ン
と
重
な
る
守

護
・地
頭
に
つ
い
て
も
話
と

な
り
ま
し
た
。

同
会
は
、
吉
川
地
域
の

歴
史
を
吉
川
村
誌
を
ベ
ー

ス
に
学
ん
で
い
ま
す
。

第
1
金
曜
日
の
9
時
30

分
か
ら
地
域
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
令
和
４
年
度
か
ら
の
東

広
島
市
公
衆
衛
生
協
議
会

八
本
松
支
部
吉
川
地
区
の

推
進
委
員
を
理
事
会
で
承

認
し
ま
し
た
。
理
事
：角
谷

勉
、
環
境
保
善
監
視
委

員
：角
谷
誠
・叶
信
二
氏
。

吉
川
地
域
の
不
法
投
棄

の
監
視
や
散
乱
ご
み
の
収

集
等
を
行
い
、
環
境
保
全
・

公
衆
衛
生
向
上
の
役
割
を

担
い
ま
す
。

全
員
、
高
低
差
二
百
ｍ
余

り
の
行
程
を
片
道
40
分
前

後
で
登
り
切
り
ま
し
た
。

快
晴
で
気
温
も
高
く
な

り
ま
し
た
が
、
頂
上
か
ら

の
パ
ノ
ラ
マ
展
望
を
堪
能

し
、
全
員
忍
者
認
定
を
受

け
ま
し
た
。
当
日
の
模
様

は
地
元
井
室
勝
己
さ
ん
が

ド
ロ
ン
を
使
っ
て
撮
影
。
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
Ｕ
ｐ
予
定
で
す
。
今

□
百
歳
の
お
祝
い

吉
川
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
は
３
月
中
旬
、
吉
川

エ
リ
ア
で
今
年
百
歳
を
迎

え
ら
れ
た
方
に
お
祝
い
を

贈
り
し
ま
し
た
。

お
祝
い
を
し
た
の
は
、

清
水
原
地
区
清
水
正
巳

さ
ん
、
上
中
野
地
区
二
宮

常
子
さ
ん
の
お
二
方
。

地
区
社
協
役
員
が
記
念

品
と
花
束
を
も
っ
て
訪
問

し
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま

し
た
。

□
ご
寄
付

先
日
お
亡
く
な
り
に
な

ら
れ
た
大
和
重
三
さ
ん
の

ご
家
族
か
ら
、
地
区
社
協

に
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

紙
面
を
か
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

後
も
内
容
を
変
え
な
が
ら

実
施
予
定
で
、
里
山
吉
川

で
の
楽
し
み
方
を
探
し
、

多
く
の
方
に
吉
川
を
訪
ね

て
頂
く
中
で
、
吉
川
を
知

り
、
住
ま
い
の
選
択
肢
に

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

地
元
か
ら
の
参
加
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
募
っ
て
い
ま
す
。

吉川まちづくり自治協議会 令和4年4月26日(2022-01)

東広島市市民活動情報サイト「すきかも」もご覧ください
https://www.higashihiroshima.sukikamo.jp/

作業前の確認－戸坂

快晴の中で楽しみました。

二宮常子さん

史跡保存会の模様

槌山城址への登山道
急こう配に設置した木製階段


